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阿南中央図書館(仮称)の基本設計概要 設計方針

敷地概要

建物概要

配置計画

■まちづくりの拠点をつくる

■多様な居場所をつくる

■まちの資産をつくる

計画場所：徳島県阿南市富岡町北通8-2,9,30-2,33-2,地先水
区域指定：都市計画区域内 市街化区域
用途地域：第一種住居地域
防火地域：建築基準法第22条地域
その他 ：都市機能誘導区域

・阿南駅前周辺まちづくりの中核となる、新たな賑わい創出拠点と位置付けます。
・広場・図書館・地域交流センターが連携した、市⺠の多様な学びと活動の場を

つくります。
・市道佃町滝ノ下線の間口を最大限生かした「ANANひろば(仮)」を整備し、中央

図書館とひまわり会館をつなぐ、まちのランドマークを目指します。

・子に読み聞かせる人、読書に集中する人、友と語らう人、広場を駆け回る子、
司書に相談する人。ここに来るだけで様々な活動・人に出会える、あらゆる世代
が活躍できる、多様な居場所をつくります。

・あらゆる人の活動・交流の場となることを目指し、情報発信やグループ学習、
ボランティア活動などの市⺠活動⽀援のためのスペースを整備します。

・阿南市ならではの郷土資料やレファレンスサービスの充実をはかり、館内wifi等
のインターネット環境を整備して利用者が必要な情報を得やすい環境を整えます。

・次世代に受け継ぐことができる公共資産として、環境性能に優れ、誰もが使い
やすく維持管理しやすい、市⺠に永く愛される図書館を目指します。

・阿南市の比較的温暖で、降雨量が多い環境特性を活かし、自然エネルギーの有効
利用や省資源・省エネルギー化を積極的に行い、低炭素型の施設を目指します。

・計画から設計、建設、維持管理、修繕、解体するまでのライフサイクルコストを
踏まえた建物及び設備とし、経済性・効率性を高めるとともに、可能な限り⻑期
間にわたって使用できる建物とします。

【図書館棟】
構造形式：耐震構造
主要構造：鉄筋コンクリート造、

一部鉄骨造
階数 ：地上２階
建物高さ：12.5ｍ
建築面積：1935.71㎡
延床面積：3193.86㎡

【駐輪場棟(キャノピー)】
構造形式：耐震構造
主要構造：鉄骨造
階数 ：地上１階
建物高さ：2.5ｍ
建築面積：65.30㎡
延床面積：55.61㎡

建築面積計：2001.01㎡(47.64% ) 
容積面積計：3090.80㎡ (73.59% )

建設候補地

・プロポーザル時で提案した３つのポイントを重視し、鉄道敷との離隔を確保したJR構築物に影響の少ない配置とします。
1 . 広場 ：市道にもひまわり会館にもアクセスしやすい東側に、ゆったりと整形に整備します。
2 . 図書館：広場に面してフロア面積を最大化し、鉄道騒音からの充分な離隔も確保します。
3 . 駐車場：広場･図書館へのアクセスと、ひまわり会館駐車場との相互利用を考慮します。

・ひまわり会館とつながる大きな広場を設け、まちのランドマークを目指します。
・広場に面して中央図書館を配置し、施設内外を一体的に整備します。
・広場は、ひまわり会館前と相互利用可能な動線を設け、イベント時に車の乗入れも可能な舗装とします。
・南側・⻄側に駐車場（来客用68台・公用車用2台）を集約し、濡れずに昇降できる車寄せやおもいやり駐車場を設けます。
・車両出入口は、市道佃町滝ノ下線に面して設け、見通しが良く分かりやすい計画とします。
・広場の周囲は、植栽で修景し、子どもたちの飛び出しや、近隣への視線対策とします。

「阿南中央図書館（仮称）整備計画」（令和7年3月策定）の趣旨を踏まえ、
「みんなの居場所となり、まちをつなぐ図書館」設計を行います。

■ 公⽤⾞駐⾞場
公⽤⾞出⼊⼝を独⽴して設けた、
来館⾞両と交錯しない駐⾞場です。

■ ⾞寄せ・屋根付駐⾞場
建物出⼊⼝まで、雨に濡れずにア
クセスできる軒下空間です。

■ 駐⾞場
閉館時にも利⽤可能な駐⾞スペース
です。

■ 駐輪場棟（キャノピー）
思いやり駐⾞場・駐輪場を屋根
付で整備し、建物まで濡れずに
アクセスできます。

■ 広場
ひまわり会館前と相互利⽤可能
な広場です。

■ 来客⾞両出⼊⼝
市道佃町滝ノ下線に⾯した、⾒
通しがよくわかりやすい⾞両出
⼊⼝です。
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断面・環境配慮計画

平面計画

【断面計画】
・外周部にテラスや庇、2階床の張出しなど軒下空間を整備し、雨や日差しを遮ります。
・1階は鉄筋コンクリート造、2階は鉄骨造＋軽量な屋根とし、地震や水害への備えと、躯体費用の軽減を両立

する計画とします。
・高床形式･ピット範囲の限定･既存躯体の山留利用で掘削土を最小化し、発生土の外構への利用で、廃棄土を

低減します。

図書館・地域交流センターが融合した市⺠の多様な学びと活動の場を形成します。

【環境配慮計画】
・軒の出を十分に確保することで、建物の熱負荷を抑えます。
・東側の窓周りは床吹出し空調、中央部は壁吹出し空調とすることで、居住域の環境を守りながら、空調負荷を低減します。
・庇やバルコニーなど、軒の出を充分に取ったデザインにより、外装材の汚れを防止します。

【地域交流センター】
・広場に面して地域交流センターを整備し、ロビーやキッズルームなど、賑わいのあるエントランスフロアとします。

【１階：図書館(児童開架)】
・誰にでも分かりやすい位置にサービスカウンターを設けた、見通しの良いワンルーム型プランとします。
・図書館出入口の最寄りに、エレベータと階段を配し、図書館全体の導入部として設えます。

【２階：図書館(一般開架)】
・どこからでもアクセスしやすい中央に、サービスカウンターを配置します。
・吹抜けに面した階段を上がると、雑誌・展示エリアやブラウジングエリア、広場に面したテラスなど、図書と出会う

きっかけの場所をが広がります。
・広場に面した東側は程よい賑わいのあるエリアとし、⻄側・北側は静かなエリアとすることで、利用者のニーズに

応じた音環境を形成します。

■ おはなしコーナー・
キッズテラス

靴を脱いでくつろげる読書ス
ペースと子どもたちが安心し
て過ごせるキッズテラスです。

■ カフェコーナー
自動販売機やソファなどを配
した、飲食可能なスペースで
す。

■ 研修室２
10⼈程度での打合せやグルー
プ活動などが可能な個室です。

■ 研修室１
平時は自習席として活⽤し、
イベント時には読書活動等に
関わる⾏事や⽂化活動を発表
できるスペースです。

■ キッズルーム
雨天時にも子どもたちが遊ぶ
ことができるスペースです。

■ 研修室3
少⼈数での打合せやカームダ
ウンなど、様々な使い方が可
能な個室です。

■ 対面朗読室
対⾯朗読やグループでの利⽤
が可能な個室です。

■ 児童開架
３段程度の絵本架を中心にし
た⾒通しの良いスペースです。

■ 移動図書館⾞庫
図書作業室が隣接した、作業
しやすい移動図書館スペース
です。

■ 一般開架
一般向けの書籍が配置されま
す。カウンター席やテーブル
席、ソファなど様々なスタイ
ルの座席があります。

■ 作業室・事務室
閉架書架や会議室が配置され
た職員スペースです。

■ 個人学習スペース
区切られた個⼈席で学習・研
修ができるスペースです。

■ グループ室
グループで活動をするスペー
スです。グループの規模に合
わせた2つの個室があります。

■ テラス
広場を⾒渡しながら、読書を
することができるスペースで
す。

■ 学習室
学習や読書に集中できる個⼈
席です。

■ 静寂読書室
静かな環境で読書ができるス
ペースです。

■ 高水位や水害への対策
①床の嵩上げ ②1階外壁のRC造化 ③浅型
ピットを採⽤し、地下躯体工事のしやすさ
にも配慮します。

■ 外装の高断熱化
外壁や屋根、窓に断熱性能の高い素材を選
定します。

■ ⾬水流出抑制対策（透水性舗装・⾬水抑制槽）
外構(広場周辺)に透水性舗装を採⽤し、地下躯体を利⽤して60t以上の貯留量を確保した
雨水抑制槽を整備し、雨水流出抑制を徹底します。

■ 居住域空調
一般部は天井隠蔽型、東側窓付近は床
吹出空調を採⽤し、居住域を効率よく
空調します。

■ テラス・軒出の確保
雨や⽇差しを遮り、子どもを⾒守りな
がら過ごせる場所です。

■ ガラスの熱負荷・紫外線対策
LOW-E複層ガラス・UVカットフィル
ムにより、紫外線をカットし、熱負荷
を抑えます。

■ ⻄側窓面積の縮減
⻄⽇を遮り、読書環境を守り、空調熱負荷
を抑えます。

【１階】 【２階】


